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める大陸棚の平均水深に依存した波長の波 Microbaroms(周期 4～10 秒)が内陸の観測
点でも連続的に検出される。海底地震でキロメートルスケールの津波が発生した場合、
津波による海面変動が大気に伝わり遠距離伝搬する。2004 年のスマトラ沖大地震では
磁力計観測から地震後に電離圏が揺れた事例（Iyemori et al., 2005）が報告され、東日
本大震災の大津波では津波到達前に顕著な大気波動が観測された（Arai et al., 2011）。 
４）火球・隕石・・・・流星体は 11.2 km/s 以上の対地速度で上層大気に突入し、火球クラ
ス(約 10 cm)以上では衝撃波を生む。大気中を音波モードで地上まで伝搬した衝撃波は
発光から数分後に低周波音として観測される。さらに大気－地表面カップリングによ






















ンサ（Chaparral physics 製）を用いた臨時アレイ観 
測による観測を進めてきた。 





2010 年 6 月 13 日の「はやぶさ」地球帰還の際は、 
図１ S-520-23 号ロケット打上げ後
60 秒間のインフラサウンド(0~20 Hz) 





定にも成功した(Yamamoto et al., 2011)。また、大気－地表面カップリング過程の比較的フ
ラットな周波数特性を確認した（Ishihara et al., 2012）。 
極域でのインフラサウンド帯域の波動調査としては、国立極地研究所などと共同し IPY
期間中に昭和基地にインフラサウンドセンサ 1 台を設置、2008 年春以降の試験観測を継続
している。現在はセンサ１台のため方向探知が不可能であるが、海洋波浪起源と思われる
波動を継続的に観測している他、周波数 20 Hz 以上の領域に特徴的な波動を観測している
（Kanao et al., 2012）。Microbaroms は長周期地震計による観測から得られる海洋起源の
波動 DFM(Double-Frequency Microseism, 周期 4～10 秒)と相関する変動が見られ、さら
に深海底の平均水深に依存する周波数の SFM(Single-Frequency Microseism, 周期 12～
30 秒)(Grob et al., 2011)と関連する波動も微弱ながら確認できる。 











（Stroud et al., 1960）が、近年では行われていない。 
 
４．最近の展開 






同実験に先立ち、2011 年 12 月の S-310-40 号ならびに 2012 年 1 月の S-520-26 号観測ロ
ケット打上げにあわせ、我々は鹿児島・宮崎両県の 3 地点にインフラサウンドセンサをア
レイ設置し、打上げ音の伝搬ならびに桜島噴火の多地点観測を実施した。結果として、同
山麓の観測点で 50 Pa 以上の微気圧波が観測された噴火では 70 km 程度の伝搬による波動
が観測され、アレイ観測からの波源推定が検証された(小松, 2012)。打上げの轟音は 50 km
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